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 要  旨 
状態監視保全において，将来に渡る期待コストを計算し，最小となる行動を選択し続けること
は重要である．しかし，劣化状態を示すモニタの全出力レベル L 個によって検討する方策数は膨
大になる．これに対して，「モニタの出力値の順序に応じて稼働継続から交換に切り替わる点が
高々1 つとなる方策」の中に最適保全方策が存在する場合，検討する方策数は LC1に限定される．
このように限定された方策を Control Limit Policy と呼び，意思決定が容易になる． 
M. Kurt et al [1] は，システムの急激な劣化を招く内部環境の状態を考慮したシステム状態の
推移を扱い，最適保全方策が環境状態とシステム状態の両方に対して Control Limit Policy とな
るための十分条件を示した．ここで，M. Kurt [1] においては，環境状態とシステムの真の状態
を直接観測可能とする MDP(Markov Decision Process)モデルで定式化されている． 
実際の状態監視保全では，必ずしもモニタが真の劣化状態を示すとは限らないため，システム
の真の状態が確率的にモニタに出力されるとする POMDP(Partially Observable Markov 
Decision Process)モデルを扱うことが重要である．そこで本研究では，M. Kurt et al [1] が導入
した環境状態を POMDP モデルに加えた場合の最適保全方策が Control Limit Policy となるため
の十分条件を示す．これによって，保全担当者の意思決定を容易にするための指針を提案するこ
とを目的とした． 
まず M. Kurt [1]において適用出来る具体例を“航空機のエンジンとオイル”とされたが，実際
のオイルはエンジンの劣化状態に依存するため，環境状態がシステム状態と独立に推移する M. 
Kurt [1] のモデルに適用することは妥当でなかった．そこで本研究では内部環境と外部環境を区
別し，“複数のストレスで発生する故障メカニズム”に適用できることを示した． 
その上で，最適保全方策が Control Limit Policy で与えられるための十分条件を示すことが出
来た．その十分条件には自然な法則に基づく条件を用いており，さらに仮定(A-5)が数値上緩いこ
と，具体例のモデルにおいて満たされることを確認できた．以上の結果を状態監視保全をはじめ，
設計現場，顧客対応に活用する指針を提案できた． 
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